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【 Ⅰ 短期プラン 】 
 

① P12 市庁舎再整備 ⑪ P32 北消防署遠藤出張所新設

② P14
六会市民センター再整備（北消防署六会
出張所等）

⑫ P34
仮設校舎新設（リース施設）（大鋸小学
校、高谷小学校）

③ P16 藤沢公民館・労働会館等再整備 ⑬ P36
給食調理場整備（滝の沢小学校、駒寄
小学校、大清水小学校）

④ P18 （仮称）ふじさわ宿交流館新設 ⑭ P38 稚児ヶ淵レストハウス建て替え

⑤ P20 （仮称）藤澤浮世絵館開設 ⑮ P40 藤沢駅北口第２自転車等駐車場整備

⑥ P22 （仮称）アートスペース湘南開設 ⑯ P42
防災備蓄倉庫整備（大鋸、村岡東、片瀬
目白山等）

⑦ P24 生きがい福祉センター建て替え ⑰ P44
津波対策整備（湘洋中学校、鵠沼市民
センター、市営鵠沼住宅）

⑧ P26 村岡子供の家新設 ⑱ P46
付帯施設整備（（仮称）天神スポーツ広
場、葛原第二最終処分場上部、引地川
親水公園）

⑨ P28 しぶやがはら保育園建て替え ⑲ P48 市民病院再整備［特別会計施設］

⑩ P30 （仮称）環境分析センター整備 ⑳ P50
下水道施設再整備（辻堂浄化センター
管理棟建て替え、各ポンプ場耐震化等）
［特別会計施設］

① P52
地域コミュニティ拠点施設のあり方方針の
策定

② P53 学校施設再整備計画の策定

① P54
善行市民センター再整備（善行保育園、
善行乳児保育園等）

⑧ P64 ふれあいセンター再整備

② P56
辻堂市民センター再整備（南消防署辻堂
出張所等）

⑨ P65 湘南台地区ボランティアセンター新設

③ P58
文化ゾーンの再整備（市民会館、南市民
図書館等）

⑩ P66
環境事業センター再整備（南北収集事
務所統合整備）

④ P60 村岡公民館再整備 ⑪ P67
焼却施設再整備（石名坂環境事業所、
北部環境事業所）

⑤ P61 文化財収蔵庫整備 ⑫ P68 南消防署本町出張所（第９分団）再整備

⑥ P62 老人福祉センターやすらぎ荘再整備 ⑬ P69
南消防署苅田出張所（第５分団）再整備
（自家用給油所等）

⑦ P63 太陽の家再整備 ⑭ P70
藤が岡二丁目地区の再整備（藤が岡保
育園等）

実施事業（施設整備を伴うもの）

実施事業（計画等策定を行うもの）

検討事業

 

（事業番号網掛け：「総合指針２０１６」に位置付いている事業） 
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（１）実施事業（施設整備を伴うもの） 

 

① 市庁舎再整備 

 

所管課 財務部管財課 

住所又は地番 朝日町１－１ 

敷地面積 １０，９０２㎡ 

延べ床面積※３ １４，４０６㎡（本館、東館等）＊新館等から移転する機能の床面積除く 

現状・課題 

市庁舎（本館及び東館）については、老朽化と耐震性の問題から

東日本大震災後、仮庁舎への移転を余儀なくされ、庁舎機能が分散

されています。 

そのため、市民サービスや業務効率の低下、必要な庁舎機能を確

保するための民間施設の賃借費用の発生等の課題があります。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

市庁舎（本館及び東館）については、老朽化等により現在使用を

中止しており、「公共施設の安全性の確保」の観点からも早急に整

備が必要です。合わせて、周辺賃借施設の機能集約も行います。 

事業概要 

「人・環境にやさしい市民に親しまれる庁舎」を基本方針として、

市民・職員にとって利用しやすく、市民サービスのさらなる向上や

防災機能の強化、市民の方が集い交流できる庁舎を目指します。 

また、ユニバーサルデザインや周辺環境に配慮するとともに、将

来の人口構成の変化を見据え、事務空間の可変が容易に可能となる

施設とします。また、まちづくりの観点からも新庁舎が果たす役割

は大きいことから、藤沢駅など周辺からの動線等を含めて計画しま

す。なお、新庁舎建設に合わせて、現市庁舎新館の整備（再配置）

計画も進めます。 

想定床面積 約３５，０００㎡  地上１０階、地下１階  ＲＣ造 

複合化等検討

対象施設 
市庁舎、周辺賃借施設の庁舎機能 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ 

・実施設計（新設歩道橋含む） 

・本館等解体工事 

・既存インフラ切り廻し、仮設歩道橋工事 

９３１，８１６ 

Ｈ２７ ・建設工事（新設歩道橋含む）他 ２，２４０，０００ 

Ｈ２８ ・建設工事（新設歩道橋含む） ８，０５０，０００ 

供用開始予定 平成３０年１月 総事業費見込み※４ １８，７００，０００ 

※３ 現状の延べ床面積を記載。複数棟ある場合は合計値を記載（以下短期プラン表内同じ） 

※４ 平成２６年度以降の事業完了までの事業費（平成２９年度以降含む）の総額見込み
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[模型写真（北西側国道４６７号側から）] 

  

 

[配置計画] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[建設スケジュール] 
 

新庁舎建設工事

新庁舎建設に伴う
関連工事

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

既存庁舎解体工事

仮設歩道橋工事

既存インフラ

切り廻し工事

新庁舎本体・人工地盤・外構・新設歩道橋工事

（工期：２７ヶ月）

実施設計・発注・契約
基本設計

の見直し
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② 六会市民センター再整備（北消防署六会出張所等） 

 

所管課 市民自治部市民自治推進課  
住所又は地番 亀井野四丁目８－１  

敷地面積 ４，０７０㎡  
延べ床面積 ２，４８４㎡（地下体育館含む） 

現状・課題 

六会市民センター及び北消防署六会出張所については、旧耐震基

準※５で建設されており、老朽化が著しく、安全性の確保が求められ

ていました。また、既存の地下体育館の地下水漏れや臭気への対策

が課題となっています。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

市民センター・公民館については任意施設ですが、１３地区の拠

点施設として、現機能を継続する必要があります。 

また、「公共施設の安全性の確保」の観点から、老朽化部分の建

て替えと既存施設の改修により再整備を進めていくとともに、周辺

施設等との機能集約・複合化を実施します。 

事業概要 

 公民館、市民図書室、地域包括支援センターを併設したこれまで

の市民センターに、隣接する北消防署六会出張所（第１６分団）を

合築し、再整備します。 

また、近隣の民間施設を賃借していた地区ボランティアセンター

を機能集約するとともに、本市中部における子育て支援拠点とし

て、子育て支援センターを新設します。 

なお、既存の地下体育館については、継続利用が可能となるよう

改修工事を実施します。 

想定床面積 約４，１００㎡（既存地下体育館含む） 

地上３階 ＲＣ造 （地下体育館は地上１階地下２階 ＳＲＣ造） 

複合化等検討

対象施設 

六会市民センター、六会公民館、六会市民図書室、地域包括支援セ

ンター、地区ボランティアセンター、子育て支援センター（新設）、

北消防署六会出張所、第１６分団器具置場 

 

（事業費 H26：予算額（補正含む）、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ 

・解体工事（５月～８月） 

・建設工事、体育館改修工事（１０月～） 

・仮設庁舎賃貸借、仮設消防出張所賃貸借 

２２４，１０１ 

Ｈ２７ 

・建設工事、体育館改修工事（３月竣工、供

用開始） 

・仮設庁舎賃貸借、仮設消防出張所賃貸借 

１，７５０，８１５ 

Ｈ２８ ・仮設庁舎撤去 ４，２００ 

供用開始予定 平成２８年３月 総事業費見込み １，９７９，１１６ 

※５ 建築基準法の耐震基準が１９８１年（昭和５６年）に改正されたことから、これ以前

のものを旧耐震基準としています。 
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[完成イメージ図] 

 

 

 

 

[六会市民センターフロア計画] 

市民センター・公民館等 消防出張所等

1階

市民センター・公民館事務室
市民図書室

地区ボランティアセンター
地域包括支援センター

倉庫等

消防車車庫
倉庫等

2階
子育て支援センター

会議室等
消防出張所事務室等

3階
ホール

会議室等
分団待機室等
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③ 藤沢公民館・労働会館等再整備 

 

所管課 生涯学習部生涯学習総務課  経済部産業労働課  

住所又は地番 本町一丁目１２－１７（労働会館）  

敷地面積 ３，６５７㎡  

延べ床面積 １，７１６㎡（藤沢公民館） ３，２６１㎡（労働会館） 

現状・課題 

藤沢公民館については、旧耐震基準で建設された施設であり、老

朽化し、狭隘であることから、地域住民からは早急な建て替えが望

まれています。 

また、労働会館についても、老朽化が進んでいることから耐震性

に課題があり、安全性の確保を図る必要があります。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

「公共施設の安全性の確保」の観点から、藤沢公民館と労働会館

の再整備を早急に進める必要があります。 

また、「公共施設の機能集約・複合化による施設数縮減」に向け、

周辺の公共施設との機能集約についても合わせて検討します。 

事業概要 

労働会館の敷地を利用し、藤沢公民館との合築による再整備を行

います。 

再整備に当たっては、公民館機能の拡充を行い、現在の手狭な状

態を解消するとともに、駐車台数の確保、施設のバリアフリー化、

地区防災拠点施設としての機能向上を図ります。さらに生涯学習の

一層の充実を図るため、単独公民館としての位置付けや役割等につ

いて検討します。 

また、周辺の公共施設との機能集約及び放課後児童クラブの新設

を検討するとともに、敷地北側の「本町一丁目憩いの森」等と新た

な施設との一体的利用についても合わせて検討します。 

複合化等検討

対象施設 

藤沢公民館、労働会館、藤沢市民図書室、地域包括支援センター、

地域生活支援センター、藤沢市民の家、伊勢山市民の家、藤沢子供

の家、地区ボランティアセンター、放課後児童クラブ（新設） 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ ・基本構想 ２０，０００ 

Ｈ２７ ・基本設計、実施設計等 ２１０，０００ 

Ｈ２８ ・労働会館解体工事等 １７０，０００ 

供用開始予定 平成３１年４月 総事業費見込み ４，５００，０００ 
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[位置図] 

藤沢公民館

労働基準監督署跡地

藤沢子供の家

藤沢市民の家

藤沢地区ボランティアセンター

藤沢地域包括支援センター
地域生活支援センター

本町小学校

藤沢小学校

本町一丁目憩いの森

労働会館

本町出張所

済美館
伊勢山市民の家

生きがい福祉センター

 

 

 

 

[想定建設スケジュール] 

設計等

建設工事

平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度

基本設計・実施設計・解体設計基本構想

解体工事

建築工事 供用開始



18 
 

④ （仮称）ふじさわ宿交流館新設 

 

所管課 生涯学習部郷土歴史課  

住所又は地番 西富一丁目３２０－１  

敷地面積 ４９５㎡  

延べ床面積 ― 

現状・課題 

本敷地（労働基準監督署跡地）は、東海道五十三次の６番目の宿

場として設置された藤沢宿に位置し、本市の発展を伝える歴史的資

産を数多く残す重要な場所のため、地区の方々から資料館、コミュ

ニティスペース、トイレなどの施設設置の要望があります。 

また、旧東海道藤沢宿周辺においては、これまでもトランスボッ

クスへの浮世絵のラッピング、「藤沢宿」の 幟
のぼり

の掲出など、地域独

自の取組が行われており、本市でも遊行寺橋高欄の改修、歴史施設

等の案内誘導サインの整備を行うなど、地域全体として、旧宿場の

歴史を活かしたまちづくりを進めています。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

新たな行政ニーズ等により建設するこの施設は、歴史資料展示ス

ペース、舞台のある多目的ホール（休憩所）に加え、地域の交流の

場となる会合やワークショップなどができる会議室及び防災倉庫

等を複合化し、地域の賑わいの創出につながる多機能な施設として

検討します。 

事業概要 

本敷地は平成９年に国より取得し、活用について地域から要望を

いただくとともに、施設整備に向けた検討を進めてきています。 

（仮称）ふじさわ宿交流館は、旧宿場の歴史を活かしたまちづく

りの拠点施設として、歴史散策やウォーキングで訪れる人たちの休

憩や地域の歴史・文化を学ぶ等、活動や交流の場となるもので、こ

の他の様々な藤沢宿の取組と合わせ、地域の活性化に資する施設と

して整備します。 

想定床面積 約３５０㎡  地上２階  鉄骨造 

複合化等検討

対象施設 
― 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ ・基本設計、実施設計、運営形態検討等 ２１，６５１ 

Ｈ２７ ・建設工事 １５０，０００ 

Ｈ２８ ・供用開始 ― 

供用開始予定 平成２８年４月 総事業費見込み １７１，６５１ 
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 [現況写真] 

 

 
 

 

[位置図] 

（仮称）ふじさわ宿交流館

藤沢公民館

第８分団

藤沢
小学校
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⑤ （仮称）藤澤浮世絵館開設 

 

所管課 生涯学習部郷土歴史課 

住所又は地番 辻堂神台二丁目２－２（ココテラス湘南７階） 

賃借面積 約５５０㎡ 

延べ床面積 ― 

現状・課題 

これまで本市では、約１，５００点余りの浮世絵類をはじめとし

て、郷土歴史に関連した各種資料を長年にわたり収集してきまし

た。 

これらの浮世絵を中心とした様々な歴史資料は、美術品としての

価値も高く、市民をはじめ多くの人に見ていただく場を提供するこ

とが求められています。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

新たな行政ニーズ等により設置する施設であり、利用者の利便性

を考慮し、辻堂駅から至近の距離にある既存のココテラス湘南（一

般財団法人藤沢市開発経営公社所有）を利用し、整備します。 

事業概要 

本市が長年をかけて収集した市民共有の貴重な財産である浮世

絵を中心とした様々な資料を展示し、当時の暮らしや文化を今に伝

え、郷土藤沢の歴史・文化について関心を持ち、知っていただく機

会を設けるとともに、市民が集い、郷土愛を育み、文化の継承に繋

がる生涯学習（文化芸術）の場となるよう整備します。 

複合化等検討

対象施設 
― 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ ・基本設計・実施設計、運営形態検討等 １１，９３４ 

Ｈ２７ ・内装工事等 １２０，０００ 

Ｈ２８ ・供用開始 ― 

供用開始予定 平成２８年４月 総事業費見込み １３１，９３４ 

 



21 
 

[展示構成イメージ] 

 

 

 

[藤沢市所蔵の浮世絵] 

 

 

喜多川歌麿「弥生の江之島詣」 

葛飾北斎「富嶽三十六景 相州江の島」 

歌川広重「東海道五十三次 藤沢（四ツ谷）」 
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⑥ （仮称）アートスペース湘南開設 

 

所管課 生涯学習部文化芸術課 

住所又は地番 辻堂神台二丁目２－２（ココテラス湘南６階） 

賃借面積 約５５０㎡ 

延べ床面積 ― 

現状・課題 

これまで本市では、市内で活動を行う美術サークル及びその連合

体等の作品発表の場として、藤沢市民ギャラリーを設置し、市民が

生涯学習の一つとして美術活動を行う風土・土壌の醸成に大きく寄

与してきました。 

しかしながら、若手芸術家等がその美術作品の創作や展示・発表

をし、市民が身近に美術の魅力に触れ、あるいは学ぶことのできる

場は、これまでなかったため、そのような場の設置が求められてい

ます。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

新たな行政ニーズ等により設置する施設であり、利用者の利便性

を考慮し、辻堂駅から至近の距離にある既存のココテラス湘南（一

般財団法人藤沢市開発経営公社所有）を利用し、整備します。 

事業概要 

本市が文化芸術のまち「藤沢」としての魅力を高めていくため、

若手芸術家等の美術作品の創作活動及び展示・発表等を支援する

場、身近な美術鑑賞の機会提供の場、個展やグループ展など幅広い

分野の美術作品の展示・発表の場、ワークショップ等を通じた市民

の美術学習の場として、これまでの市民ギャラリーでは果たすこと

のできなかった新たな機能を持つ文化芸術を創造・発信する施設と

して整備します。 

複合化等検討

対象施設 
― 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ ・内装工事等 ３１，６５５ 

Ｈ２７ ・開設準備、供用開始 ― 

Ｈ２８ ― ― 

供用開始予定 平成２７年１０月 総事業費見込み ３１，６５５ 
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[平面計画] 

 

 

[展示ルームイメージ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     [レジデンスルームイメージ] 
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⑦ 生きがい福祉センター建て替え 

 

所管課 福祉部高齢者支援課 

住所又は地番 鵠沼神明一丁目３－１８ 

敷地面積 約１，５４０㎡（現敷地面積２，２３１㎡） 

延べ床面積 １，１８７㎡ 

現状・課題 

生きがい福祉センターについては、高齢者及び障がい者等に対

し、就労機会の提供による生きがいづくりと社会参加を促進するこ

とを目的に設置した施設です。 

施設は建築後５０年以上が経過し、老朽化や機能低下が著しく、

耐震性についても課題があります。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

施設の老朽化や機能低下が著しく、「公共施設の安全性の確保」

の観点から早急な建て替えが必要です。また、再整備によって生じ

た余剰地については、資産の有効活用を図ります。 

事業概要 

高齢者及び障がい者等の生きがいづくりと社会参加等を促進す

るとともに、利用者の安全性を確保するため、建て替えを実施しま

す。 

また、再整備後は現敷地の一部（３分の１程度）を賃貸するなど、

資産の有効活用を検討します。 

想定床面積 約１，０００㎡  地上２階  鉄骨造 

複合化等検討

対象施設 
― 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ 
・建設工事（７月着工） 

・敷地の有効活用の検討 
１７８，４１３ 

Ｈ２７ 

・建設工事（６月竣工、７月一部供用開始） 

・既存施設の解体、外構工事等（１月完了） 

・供用開始 

３５６，４５０ 

Ｈ２８ ― ― 

供用開始予定 平成２８年２月 総事業費見込み ５３４，８６３ 
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[東側立面図]            [北側立面図] 

 

 

 

 

 

[工事工程計画図] 
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⑧ 村岡子供の家新設 

 

所管課 子ども青少年部子ども青少年育成課 

住所又は地番 弥勒寺一丁目１２ 

敷地面積 約６００㎡ 

延べ床面積 ― 

現状・課題 
平成２５年１１月末に閉館した村岡子供の家については、利用者

数も多いことから、早期の再整備が求められています。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

村岡子供の家の新設に伴い、新たな条例に基づく基準を満たすた

めに施設整備が必要な放課後児童クラブや地域利用が可能な多目

的室との複合施設の整備を検討します。 

事業概要 

村岡子供の家の設置については、地域からの強い要望があるとと

もに、地域の子どもたちの健全育成のためにも早期に実施していく

必要があり、民有地を賃借して新設します。 

施設建設に合わせ、放課後児童クラブや多目的室の設置を検討し

ます。 

想定床面積 約４３０㎡  地上２階  木造 

複合化等検討

対象施設 
村岡子供の家、放課後児童クラブ（新設） 

 

（事業費 H26：予算額（補正含む）、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ ・地質調査、実施設計 １６，２４５ 

Ｈ２７ ・建設工事、供用開始 １５０，０００ 

Ｈ２８ ― ― 

供用開始予定 平成２８年１月 総事業費見込み １６６，２４５ 
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[地域子供の家、放課後児童クラブ併設イメージ（石川児童館平面図）] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[位置図] 

村岡子供の家

村岡小学校

村岡公民館

村岡保育園

大道小学校

市役所

放課後児童  

クラブ  

地域子供の家  
事務室  

図書室  キッチン  トイレ  

倉庫  

玄関  
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⑨ しぶやがはら保育園建て替え 

 

所管課 子ども青少年部保育課 

住所又は地番 湘南台四丁目３０ 

敷地面積 約１，３００㎡ 

延べ床面積    ７１７㎡ 

現状・課題 

しぶやがはら保育園については、旧耐震基準で建設された施設で

あり、老朽化が進んでいます。 

また、喫緊の課題である待機児童解消を図るため、定員拡大が急

務となっており、平成２５年６月に「藤沢市緊急保育対策２ヵ年計

画」を策定し、施設整備を進めています。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

子育て支援施設用地として寄付された敷地を活用して再整備を

実施します。 

事業概要 

待機児童解消のため、寄付された敷地に保育所として定員を現在

の１２０人から１４０人に拡大した新園舎を建設し、現園舎から移

転します。 

また、現園舎については、安全性に配慮した上で待機児童の状況

等を踏まえながら有効活用を検討します。 

想定床面積 約１，３００㎡  地上２階  ＲＣ造 

複合化等検討

対象施設 
― 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ 
・実施設計、建設工事（３月着工） 

・現在の施設の再利用の検討 

（当初）２５，１７０ 

（１２月補正予定） 

７２，６２２ 

Ｈ２７ ・建設工事（２月竣工） ６５３，５９７ 

Ｈ２８ ・供用開始 ― 

供用開始予定 平成２８年４月 総事業費見込み ７５１，３８９ 
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[完成イメージ図] 

 

 

 

[位置図] 

しぶやがはら保育園
（予定地）

しぶやがはら保育園
（現園舎）

湘南台子供の家

湘南台
小学校
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⑩ （仮称）環境分析センター整備 

 

所管課 環境部環境保全課 

住所又は地番 本藤沢二丁目１－１（石名坂環境事業所敷地内） 

敷地面積 ２，６７５㎡  

延べ床面積 約２３０㎡（辻堂浄化センター管理棟内） 

現状・課題 

環境保全課分析担当では、水質汚濁防止法等に基づき、公共用水

域や事業場排水の水質分析、大気中の窒素酸化物等の分析等の業務

を辻堂浄化センター管理棟内で行っています。 

当該施設は、平成２３年度に実施した耐震診断において、耐震性

の不足が明らかになったことから、早期に移転する必要があり、移

転先の検討を進めてきました。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

水質汚濁防止法等に基づき、河川や事業場排水等の監視は義務と

なっており、今後も継続して実施していく必要があります。また、

「公共施設の安全性の確保」の観点からも再整備を進めます。 

事業概要 

水質分析等の迅速な対応と危機管理体制の構築を図り、市民の安

全安心を守るために、新たに（仮称）環境分析センターとして、石

名坂環境事業所内に整備します。 

想定床面積 約２６０㎡  地上１階  軽量鉄骨造 

複合化等検討

対象施設 
― 

 

（事業費 H26：予算額（補正含む）、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ 
・施設整備、供用開始 

・建物リース（１ヶ月分） 
１，１０７ 

Ｈ２７ ・建物リース（１年分） １３，２７４ 

Ｈ２８ ・建物リース（１年分） １３，２７４ 

供用開始予定 平成２７年３月 総事業費見込み １３２，７３２ 
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[平面図（予定）] 

 

 

 

 

[石名坂環境事業所敷地内 建設予定場所] 
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⑪ 北消防署遠藤出張所新設 

 

所管課 消防局消防総務課 

住所又は地番 遠藤２９３２－１他 

敷地面積 １，２３８㎡ 

延べ床面積 ― 

現状・課題 

本市の消防配置は、国が示す「消防力の整備指針」における「火

災の延焼を最小限に抑え、救命率の向上を図るため、火災や救急事

案に対し出動から現場到着までの時間を４分以内とすること」を目

標としていますが、本市西北部に位置する遠藤地区については、現

状において４分体制が確保できていない状況となっています。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

新規に施設建設を行う際は、既存施設の有効活用、周辺施設との

機能集約・複合化を検討することとしていますが、消防施設につい

ては、他の消防施設との配置状況を考慮する必要があり、周辺に機

能集約できる施設がなく、市民の安全・安心を確保する施設として、

設置が急がれていることから、当該施設は単独での新設とします。 

事業概要 

今後、遠藤地区については、いずみ野線の延伸等、都市化の拡大

が見込まれ、将来的に人口の増加が予測される地区であることか

ら、消防力の強化が急務となっています。 

このことから、消防配置の４分体制を全市的に構築し、市民生活

の安全・安心を確保するため、北消防署遠藤出張所を新設します。 

想定床面積 約９００㎡  地上２階  ＲＣ造 

複合化等検討

対象施設 
― 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ ・測量、地質調査 １０，３４０ 

Ｈ２７ ・基本設計、実施設計 ４８，６２１ 

Ｈ２８ ・建設工事 ５５４，８００ 

供用開始予定 平成２９年４月 総事業費見込み ６１３，７６１ 
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遠藤出張所

青少年ホール

遠藤市民センター

遠藤地区ボランティア
センター

秋葉台
小学校

[消防署所配置計画] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[位置図]  

長後出張所  

善行出張所  

六会出張所  
（六会市民センター）  

北消防署  

御所見出張所  

西部出張所  

消防防災訓練センター  

明治出張所  
（明治市民センター） 

辻堂出張所  

鵠沼出張所  

片瀬分遣所  

南消防署  

村岡出張所  

本町出張所  

救急ワークステーション  
（市民病院）  

遠藤出張所 

苅田出張所  
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⑫ 仮設校舎新設（リース施設）（大鋸小学校、高谷小学校） 

 

所管課 教育部学校施設課 

住所又は地番 大鋸１０２０（大鋸小学校） 高谷９－１（高谷小学校） 

敷地面積 １５，０４３㎡ １４，８６８㎡ 

延べ床面積 ５，４０７㎡  ５，８８２㎡ 

現状・課題 

大鋸小学校、高谷小学校ともに、現在２１クラスですが、宅地開

発等により児童数が増加したことに伴い、一時的に教室が不足して

いますので、その対応が課題となっています。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

将来的な児童推計、使用期間等から財政負担を考慮し、新校舎の

建設ではなく、リース施設での対応とします。 

事業概要 

一時的に教室が不足している大鋸小学校及び高谷小学校に、仮設

校舎（リース施設）を設置します。 

（大鋸小学校：２教室分、高谷小学校：４教室分） 

複合化等検討

対象施設 
― 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ 
・大鋸小学校仮設校舎リース（１ヶ月分） 

・高谷小学校仮設校舎規模等検討 

６９４ 

 

Ｈ２７ 
・大鋸小学校仮設校舎リース（１年分） 

・高谷小学校仮設校舎リース（１ヶ月分） 

８，３２８ 

１，２２２ 

Ｈ２８ 
・大鋸小学校仮設校舎リース（１年分） 

・高谷小学校仮設校舎リース（１年分） 

８，３２８ 

１４，６６４ 

供用開始予定 
平成２７年３月（大鋸小学校） 

平成２８年３月（高谷小学校） 
総事業費見込み １６０，９４４ 
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[仮設校舎イメージ（明治小学校）] 

 

 

[仮設校舎建設予定箇所図] 

 

 

大鋸小学校 

高谷小学校 

仮設校舎建設予定箇所 

仮設校舎建設予定箇所 
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⑬ 給食調理場整備（滝の沢小学校、駒寄小学校、大清水小学校） 

 

所管課 教育部学校給食課 

住所又は地番 
遠藤６４１－３（滝

の沢小学校） 

大庭５５２７－２（駒

寄小学校） 

大鋸１４３３（大清水

小学校） 

敷地面積 １６，６９３㎡ １５，８６７㎡ １２，７２３㎡ 

延べ床面積  ７，２７２㎡  ５，５３４㎡  ５，０９６㎡ 

現状・課題 

本市では、４つの学校給食合同調理場（北部、南部、善行、西部）

を設置し、給食を配送方式で実施していましたが、より良い教育環

境を推進するため、昭和５４年に小学校の給食は単独調理方式で進

めるという方針を定め、段階的に単独調理方式に移行したため、西

部学校給食調理場のみが稼働していました。 

大清水小学校の給食調理室については、漏水が発生するなど、老

朽化が深刻な状況です。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

給食方式が変更されるとともに、設備の老朽化が著しいため、西

部学校給食合同調理場を廃止します。なお、その跡地については、

有効活用を検討します。 

事業概要 

滝の沢小学校と駒寄小学校に給食調理室を新設し、西部学校給食

合同調理場を廃止するとともに、その跡地については、学校施設と

しての有効活用を検討します。 

大清水小学校の給食調理室については、老朽化による機能低下

（漏水等）が深刻なため、新たに給食調理室を設置し、現給食調理

室については、他用途での有効活用を検討します。 

複合化等検討

対象施設 
― 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ 

・滝の沢小学校、駒寄小学校新築工事（７月竣

工、２学期（９月）より供用開始） 

・大清水小学校地質調査、実施設計 

４８３，５８６ 

Ｈ２７ 
・西部学校給食合同調理場解体工事 

・大清水小学校新築工事 
１３９，７５０ 

Ｈ２８ ・大清水小学校新築工事（２月竣工） ４６５，０００ 

供用開始予定 平成２９年４月 総事業費見込み １，０８８，３３６ 
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[完成写真（滝の沢小学校）] 

 

 

 

 

[完成写真（駒寄小学校）]   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[大清水小学校給食調理場配置図] 

グラウンド  

建設予定地  

現給食調理場  

校舎棟  

屋内運動場  

プール  
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⑭ 稚児ヶ淵レストハウス建て替え 

 

所管課 経済部観光課 

住所又は地番 江の島二丁目５－２ 

敷地面積 １４５㎡ 

延べ床面積  ６０㎡ 

現状・課題 

稚児ヶ淵レストハウスについては、築５０年が経過し老朽化によ

る倒壊の危険性があるため、平成２３年１２月から閉鎖していま

す。 

また、江の島が映画のロケ地となるなど観光客の増加による島内

施設の利便性の向上が求められています。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

老朽化により閉鎖している稚児ヶ淵レストハウスについて、「公

共施設の安全性の確保」の観点から建て替えを実施します。 

事業概要 

「観光客へのおもてなしの充実」を図るため、多目的トイレや展

望デッキを設けた建て替えを実施します。 

想定床面積 約１１０㎡  地上２階  ＲＣ造 

複合化等検討

対象施設 
― 

 

（事業費 H26：予算額（補正含む）、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ 
・既存施設の解体工事 

・建設工事 
１３９，４９３ 

Ｈ２７ ・供用開始 ― 

Ｈ２８ ― ― 

供用開始予定 平成２７年 総事業費見込み １３９，４９３ 
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 [完成イメージ図] 

 

 

 

 

[位置図] 

稚児ヶ淵
レストハウス
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⑮ 藤沢駅北口第２自転車等駐車場整備 

 

所管課 土木部土木計画課 

住所又は地番 藤沢５７４－３ 

敷地面積 ７７２㎡ 

延べ床面積 ― 

現状・課題 

藤沢駅周辺は駐輪需要が高く、放置自転車対策事業を実施してい

ますが、依然として放置自転車が多く発生し、駐輪施設が不足して

いる状況です。 

放置自転車の防止と自転車利用を促進する目的で、新たな駐輪施

設の設置が求められています。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

周辺にある既存の駐輪施設（２箇所）を機能集約し、自転車等の

駐車需要に配慮した新たな駐輪施設を設置します。 

事業概要 

自転車等の駐車需要が高い藤沢駅北口駅周辺に有料駐輪施設（収

容台数１，１００台）を設置し、既存の「藤沢駅北口朝日町自転車

等駐車場」（収容台数３００台）及び「藤沢駅北口大道東自転車等

駐車場」（収容台数３００台）の２箇所の無料駐輪施設については

廃止します。 

複合化等検討

対象施設 
― 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ ・施設整備 ４１５，０７７ 

Ｈ２７ ・供用開始 ― 

Ｈ２８ ― ― 

供用開始予定 平成２７年４月 総事業費見込み ４１５，０７７ 
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[完成イメージ図] 

 

 

 

[位置図] 

 

設置場所：藤沢市藤沢５７４－３  



42 
 

⑯ 防災備蓄倉庫整備（大鋸、村岡東、片瀬目白山等） 

 

所管課 総務部防災危機管理室 

住所又は地番 市内各所 

敷地面積 ― 

延べ床面積 ― 

現状・課題 

防災備蓄倉庫については、避難施設等を中心に市内各所に整備し

てきましたが、平成２５年７月に改訂した「藤沢市地域防災計画」

による地震災害の被害想定の避難者数が、改訂前の６９，０００人

から約２．７倍の１８７，９８０人になったことから、備蓄資機材

の数量を増やす必要性があり、備蓄資機材を収容するスペースの確

保も急務となっています。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

「藤沢市地域防災計画」に基づき、全市的に防災機能の強化を図

るため、防災資機材の備蓄が可能な空間の確保について検討しま

す。 

事業概要 

備蓄計画の見直しとともに、防災備蓄倉庫の増設及び更新を進め

ます。なお、防災備蓄倉庫の充実に向けた設置可能な空間として、

学校や公園、民有地等の活用を検討するなど、可能な限り防災備蓄

倉庫の設置を進めます。 

平成２６年度については、大鋸２基、村岡東二丁目１１基、片瀬

目白山１１基の合計２４基の防災備蓄倉庫を新たに設置する予定

です。 

複合化等検討

対象施設 
― 

 

（事業費 H26：予算額（補正含む）、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ 
・備蓄計画の見直し 

・防災備蓄倉庫設置 
９８，２７０ 

Ｈ２７ ・防災備蓄倉庫設置箇所の検討及び設置 １７，２８０ 

Ｈ２８ ・防災備蓄倉庫設置箇所の検討及び設置 ― 

供用開始予定 ― 総事業費見込み １１５，５５０ 
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[大鋸・村岡東・片瀬目白山位置図] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[設置イメージ（長久保公園）] 

設置箇所

大鋸市民の家

大鋸児童館

大鋸

設置箇所

高谷小学校

村岡東

片瀬
小学校

片瀬浪合市民の家

設置箇所

片瀬目白山
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⑰ 津波対策整備（湘洋中学校、鵠沼市民センター、市営鵠沼住宅） 

 

所管課 
教育部学校施設課 

市民自治部鵠沼市民セ

ンター 
計画建築部住宅課 

総務部防災危機管理室 

住所又は地番 

辻堂東海岸四丁目 

１７－１ 

（湘洋中学校） 

鵠沼海岸二丁目１０

－３４ 

（鵠沼市民センター） 

鵠沼海岸四丁目１２ 

（市営鵠沼住宅） 

敷地面積 ２４，３６６㎡ ５，１２１㎡ １１，９９９㎡ 

延べ床面積  ７，６４３㎡ １，７８１㎡ ９，４３４㎡ 

現状・課題 

津波浸水想定区域※６内の公共施設については、津波避難施設とし

て活用できるよう、屋上へ避難するための整備等を進める必要があ

ります。 

湘洋中学校は、第一種低層住居専用地域で、かつ風致地区が指定

されているため、近隣に高層の建物がなく、また、高台もないこと

から、早急に津波避難対策を講じる必要があります。 

鵠沼市民センターは地区防災拠点施設であり、市営鵠沼住宅は津

波避難ビルに指定されており、より安全な施設とするため、早急な

整備が必要です。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

「公共施設の安全性の確保」の観点から、津波発生時に市民の安

全・安心を確保する施設として早急な整備を実施します。 

事業概要 

湘洋中学校については、既存校舎棟に津波避難階段を設置すると

ともに、新たな津波避難施設として校舎棟を増築します。 

鵠沼市民センターについては、喫緊の課題である津波対策とし

て、耐震補強工事を実施し、緊急一時避難場所として屋上が活用で

きるよう津波避難階段、屋上フェンスを設置します。また、今後の

建て替えについても長期プランに位置付け検討していきます。 

市営鵠沼住宅については、津波の波力に対する安全性を考慮し、

屋上に避難するための津波避難階段、屋上フェンスを４棟に設置し

ます。 

複合化等検討

対象施設 
― 

 

（事業費 H26：予算額(補正含む)、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ 

・湘洋中学校津波避難階段設計・設置工事（平

成２６年度事業）及び校舎棟増築設計等 

・鵠沼市民センター耐震補強工事・津波避難

階段設置工事（平成２６年度事業） 

９６，２６５ 

 

９７，９０２ 

 

Ｈ２７ 
・湘洋中学校校舎棟増築工事 

・市営鵠沼住宅津波避難階段設計 

１８２，１９２ 

９，７６４ 

Ｈ２８ 
・湘洋中学校校舎棟増築工事 

・市営鵠沼住宅津波避難階段工事 

６００，０００ 

１００，０００ 

供用開始予定 
平成２９年４月（校舎棟、

市営鵠沼住宅） 
総事業費見込み １，０８６，１２３ 

※６ 慶長型地震による津波が発生した場合に浸水が想定される区域 
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[湘洋中学校津波避難階段・津波避難施設配置図] 

  
 

[鵠沼市民センター津波避難階段南側立面図] 

 
 

[市営鵠沼住宅津波避難階段設置予定棟位置図] 

 

津波避難階段  

耐震補強工事  

津波避難施設  

（４階建）  

津波避難階段  

設置予定棟  

３号棟  

８号棟  

６号棟  

４号棟  

屋上フェンス  
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⑱ 付帯施設整備（（仮称）天神スポーツ広場、葛原第二最終処分場上部、引地 

川親水公園) 

 

所管課 
生涯学習部スポーツ推

進課 
環境部環境総務課 

都市整備部公園みど

り課 

住所又は地番 

天神町二丁目６－１他

（（仮称）天神スポー

ツ広場） 

葛原１８００他（葛

原第二最終処分場） 

大庭６５１０（引地

川親水公園） 

敷地面積 １７，９３５㎡ ２２，２２４㎡ 約１６０，０００㎡ 

延べ床面積 ― ― ― 

現状・課題 ― 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

― 

事業概要 

（仮称）天神スポーツ広場（野球場、多目的広場）の整備に伴い、

更衣室、トイレ等を整備します。 

葛原第二最終処分場の上部有効活用によるグランドゴルフ場や

ランニングコースの整備に伴い、あずまや、トイレ等を整備します。 

トイレが不足している引地川親水公園に簡易型のトイレを１基

設置します。 

複合化等検討

対象施設 
― 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ 

・（仮称）天神スポーツ広場現況測量・基本設計 

・葛原第二最終処分場上部整備１期工事平成２６

年度分（グランドゴルフ場、ランニングコース

等） 

・引地川親水公園設置工事 

８，９４３ 

１３８，０７０ 

 

 

９，５５８ 

Ｈ２７ 

・（仮称）天神スポーツ広場実施設計・野球場工

事 

・葛原第二最終処分場上部整備１期工事平成２７

年度分・２期工事（あずまや、トイレ等） 

１３２，８７５ 

 

１０９，６７２ 

 

Ｈ２８ ・（仮称）天神スポーツ広場野球場供用開始 ― 

供用開始予定 ― 総事業費見込み ３９９，１１８ 
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[（仮称）天神スポーツ広場位置図] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[葛原第二最終処分場上部整備完成予想図] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[引地川親水公園簡易型便所設置箇所図] 

 

広場 (グランドゴルフ場）  

（ 1 期）  

広場（ゲートボール場（ 1 期）  築山広場・パーゴラ（ 1 期）  

ランニングコース  

（ 1 期）  

駐車場（ 1 期） 

植栽（ 1 期）  

トイレ・倉庫（ 2 期）  

あずまや  

（ 2 期）  

天神小学校

石川ポンプ場

（仮称）天神スポーツ広場

日本大学
生物資源
科学部
湘南校舎

消防防災
訓練センター
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⑲ 市民病院再整備［特別会計施設］ 

 

所管課 市民病院病院総務課 

住所又は地番 藤沢二丁目６－１ 

敷地面積 ３７，０１９㎡ 

延べ床面積 ４３，３３２㎡ 

現状・課題 

市民病院については、昭和４６年の開院以来、地域の基幹病院と

して運営しています。東館については築４０年以上が経過し老朽化

による機能低下が進んでいることから、建て替えに着手していま

す。 

また、西館については、建設後２０年経過し配管設備・空調設備

の劣化などが進んでおり、その改修や更新が必要です。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

市民病院については、多くの市民の安全・安心を守るための重要

な施設であり、「藤沢市地域防災計画」における災害拠点病院にも

位置づけられているため、「公共施設の安全性の確保」の観点から

老朽化の進む東館の建て替え及び西館の改修等の再整備を実施し

ます。 

事業概要 

老朽化により機能低下が進む市民病院について、東館は建て替

え、西館はリフォームを含む改修工事による再整備を実施します。 

また、再整備に当たっては、「災害に強い病院」、「質の高い医

療の提供」、「患者満足度の高い医療の提供」、「地域に開かれた

病院」、「環境に優しい病院」を基本方針とし、病院機能を停止す

ることなく、順次、建設、移転及び解体を円滑に実施し、継続した

医療供給を行っていきます。 

想定床面積 約３０，０００㎡  地上９階  ＲＣ造（新東館） 

複合化等検討

対象施設 
― 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ 
・新東館建設工事 

・西館改修設計   
１，３４６，２２３ 

Ｈ２７ 

・新東館建設工事（８月外来ホール等一部除き

竣工） 

・西館改修工事（３月竣工） 

５，３３７，０９８ 

Ｈ２８ ・新東館建設工事 ３７１，９４３ 

供用開始予定 平成２９年１２月 総事業費見込み １０，５４１，４６８ 
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市民病院

看護専門学校

藤沢公民館

済美館

南消防署
本町出張所

伊勢山市民の家

[完成イメージ図] 

 

 

 

 

[位置図] 
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⑳ 下水道施設再整備（辻堂浄化センター管理棟建て替え、各ポンプ場耐震化

等）［特別会計施設］ 

所管課 土木部土木計画課・下水道施設課 

住所又は地番 辻堂西海岸三丁目３－１他 

敷地面積 ― 

延べ床面積 ― 

現状・課題 

下水道施設については、２箇所の浄化センターと１５箇所のポン

プ場が稼働しています。最も古い施設の運転開始が昭和３９年であ

り、施設建設のピークが昭和５０年～６０年頃であったことから、

老朽化が進んだ施設が増加しています。 

また、耐震性能を保持していない施設も多く、老朽化や地震被災

による施設の機能障害等が想定され、日常生活や社会経済活動に多

大な影響を及ぼす恐れがあります。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

社会インフラ施設として最低限必要な施設であり、「公共施設の

安全性の確保」の観点から、老朽化した施設の建て替えや長寿命化

に向けた維持管理、耐震改修工事等を実施します。 

事業概要 

下水道施設の機能及びサービス水準を効率的に維持し、健全な下

水道事業を運営するため、施設の計画的な修繕・改修等の長寿命化

対策事業を実施するとともに、最低限の下水道機能を確保するた

め、下水道総合地震対策事業に基づき各施設の耐震化等を実施しま

す。 

また、辻堂浄化センター管理棟については、平成２３年度に実施

した耐震診断において、耐震性の不足が明らかになったことから、

早期に建て替えを実施します。 

複合化等検討

対象施設 
― 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ 

・辻堂浄化センター管理棟実施設計、仮設事務所

リース契約、２号焼却炉棟耐震補強工事 

・大清水浄化センター脱水機棟耐震補強設計、管

理棟耐震補強工事 

・各ポンプ場耐震診断、耐震補強設計 

２３４，２００ 

Ｈ２７ 

・辻堂浄化センター発電機棟耐震補強工事、管理

棟建設場所整地 

・大清水浄化センター自家発電機棟耐震補強設計 

・各ポンプ場耐震補強設計 

９０５，０００ 

Ｈ２８ ・辻堂浄化センター管理棟建設工事等 ７８１，０００ 

供用開始予定 
平成３０年４月 

（辻堂浄化センター管理棟） 
総事業費見込み ― 
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[辻堂浄化センター管理棟配置図・位置図] 

辻堂浄化センター

辻堂砂山市民の家
辻堂砂山児童館 白浜

養護学校

高砂
小学校

高浜
中学校

浜見
小学校

管理棟建設予定場所

 

    

 

            [大清水浄化センター位置図] 

大清水小学校大清水中学校

教育文化センター

大清水市民の家

大清水スポーツ広場

大清水浄化センター
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（２）実施事業（計画等策定を行うもの） 

 

① 地域コミュニティ拠点施設のあり方方針の策定 

 

所管課 市民自治部市民自治推進課 

住所又は地番 ― 

敷地面積 ― 

延べ床面積 ― 

現状・課題 

現在、地域市民の家や自治会町内会館といった地域コミュニティ

を形成するための施設が各地区に点在するとともに、老朽化が進ん

でいます。 

また、設置当時からの公共施設等の配置状況の変化や機能の重複

等から利用率が低い施設もあります。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

「再整備基本方針」の考え方に基づき「地域コミュニティ拠点施

設のあり方方針」を策定し、類似施設の市域全体での再配置及び機

能集約・統廃合、他の公共的な施設等への転換を検討します。 

事業概要 

地域コミュニティを形成するための施設が近隣で重複すること

などにより、利用率が低い施設もあることから、施設の稼働状況に

応じた、今後の施設のあり方方針を策定します。 

複合化等検討

対象施設 
― 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ ・あり方方針の検討、策定 ― 

Ｈ２７ 
・あり方方針に沿った施設整備の検討 

・関係団体等との調整 
― 

Ｈ２８ 
・あり方方針に沿った施設整備の検討 

・関係団体等との調整 
― 
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② 学校施設再整備計画の策定 

 

所管課 教育部学校施設課 

住所又は地番 ― 

敷地面積 ― 

延べ床面積 ― 

現状・課題 

市立学校全５５校のうち、旧耐震基準かつ１，０００㎡以上の校

舎を有する学校が３２校あり、老朽化が著しい状況となっていま

す。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

「再整備基本方針」の考え方に基づき「学校施設再整備計画」を

策定します。なお、策定に当たっては、学校の校舎棟等について耐

力度調査を実施し、施設の長寿命化か建て替えかを判断するととも

に、再整備手法を検討します。 

また、児童・生徒数の将来推計を長期的に分析し、学区の見直し、

学校の統廃合についても合わせて検討します。 

事業概要 

再整備に向けて、本市の将来人口推計や児童生徒数の将来推計、

多様化する教育内容や学校利用等を考慮した中で、学校における教

育環境や施設のあり方等を整理し、「学校施設再整備計画」を策定

します。 

また、平成２７年度以降順次、施設の耐力度調査（当面は、築年

数４０年以上の建物を有する学校を優先）を実施し、その結果を基

に長寿命化若しくは建て替えの判断をしていきます。 

複合化等検討

対象施設 
― 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ ・計画検討 ― 

Ｈ２７ 
・計画策定 

・校舎耐力度調査（５校） 
１００，０００ 

Ｈ２８ ・校舎耐力度調査（５校） １００，０００ 
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（３）検討事業 

 

① 善行市民センター再整備（善行保育園、善行乳児保育園等） 

 

所管課 市民自治部市民自治推進課 企画政策部企画政策課 

住所又は地番 善行一丁目２－３ 

敷地面積 ３，６４４㎡（善行市民センター、平和台住宅敷地） 

延べ床面積 １，５５８㎡ 

現状・課題 

善行市民センターについては、旧耐震基準で建設された施設であ

り、老朽化しています。また、地域住民からも建て替え要望がなさ

れている状況であるため、再整備を進める必要があります。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

市民センター・公民館については任意施設ですが、１３地区の拠

点施設として現機能を継続する必要があります。 

また、「公共施設の安全性の確保」の観点からも再整備を進めて

いくとともに、周辺公共施設の機能集約や複合化を検討します。 

事業概要 

善行市民センターに隣接した平和台住宅の廃止が検討されてい

ることから、その敷地の活用も視野に再整備を検討します。 

また、善行市民センター用地が点在しているため、再整備に当た

っては有効活用を図ります。 

複合化等検討

対象施設 

善行市民センター、善行公民館、善行市民図書室、地域包括支援セ

ンター、地区ボランティアセンター、善行保育園、善行乳児保育園、

放課後児童クラブ、北消防署善行出張所、第１５分団器具置場 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ 

・周辺市有地の活用検討 

・平和台住宅の廃止に向けた検討 

・機能集約や複合化の検討 

― 

Ｈ２７ ・基本構想 ２０，０００ 

Ｈ２８ ・基本設計、地質調査 １３０，０００ 
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平和台住宅

善行駅
善行乳児保育園

善行保育園

善行地域包括支援センター

善行市民センター
駐車場

北消防署善行出張所

善行市民センター

[善行市民センター外観写真] 

 

 

 

 

[位置図] 
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② 辻堂市民センター再整備（南消防署辻堂出張所等） 

 

所管課 市民自治部市民自治推進課 企画政策部企画政策課 

住所又は地番 辻堂西海岸二丁目１ 

敷地面積 ２，８８３㎡（元神奈川県職員住宅辻堂西アパート敷地） 

延べ床面積 １，４７５㎡ 

現状・課題 

辻堂市民センターについては、旧耐震基準で建設された施設であ

り、老朽化しています。また駐車場用地も十分になく手狭な状況で

す。 

このことから、地域住民からも建て替え要望がなされており、移

転を含めて再整備を進める必要があります。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

市民センター・公民館については任意施設ですが、１３地区の拠

点施設として現機能を継続する必要があります。 

また、「公共施設の安全性の確保」の観点からも再整備を進めて

いくとともに、周辺公共施設の機能集約や複合化を検討します。 

事業概要 

現在の敷地は狭隘なため、県有地（元神奈川県職員住宅辻堂西ア

パート）を取得し、その敷地を活用した再整備を検討します。 

また、県有地の南側に隣接する高浜中学校テニスコート及び道路

用地についても、一体的な整備を検討します。 

複合化等検討

対象施設 

辻堂市民センター、辻堂公民館、辻堂市民図書室、地域包括支援セ

ンター、地区ボランティアセンター、辻堂青少年会館、放課後児童

クラブ、南消防署辻堂出張所、第１０分団器具置場、辻堂市民図書

館 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ 

・県有地取得（土地開発公社先行取得） 

・周辺市有地の活用検討 

・機能集約や複合化の検討 

― 

Ｈ２７ ・基本構想、取得建築物解体設計 ２０，０００ 

Ｈ２８ 
・基本設計、地質調査 

・取得建築物解体工事 
２３０，０００ 
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[辻堂市民センター外観写真] 

 

 

 

 

[位置図] 

辻堂市民センター
（現在地）

辻堂市民センター
（予定地）

辻堂砂山市民の家
辻堂砂山児童館

高浜
中学校

高砂
小学校

浜見
小学校

白浜養護学校
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③ 文化ゾーンの再整備（市民会館、南市民図書館等） 

 

所管課 
生涯学習部文化芸術課・総合市

民図書館 
企画政策部企画政策課 

住所又は地番 鵠沼東８－１ 

敷地面積 約１９，０００㎡ 

延べ床面積 １０，７６３㎡（市民会館） １，３１４㎡（南市民図書館） 

現状・課題 

市民会館、南市民図書館ともに旧耐震基準で建設され、老朽化や

機能劣化が進んでいる状況です。 

また、当該地区が文化ゾーンとして位置づけられていることか

ら、文化施設を中心とした新たな文化活動等の拠点整備が課題とな

っています。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

「公共施設の安全性の確保」の観点から市民会館及び南市民図書

館の建て替えに向けた検討を進め、その規模や機能を検証します。 

また、再整備に当たっては、周辺施設の機能集約や複合化を検討

します。 

事業概要 

文化ゾーンに位置し、老朽化が進んでいる市民会館及び南市民図

書館の再整備を基本に、当該敷地を活用した周辺公共施設の機能集

約を検討します。 

複合化等検討

対象施設 

市民会館、南市民図書館、藤沢青少年会館、文書館、藤沢保育園、

藤沢子育て支援センター、放課後児童クラブ、地域子供の家、藤沢

市民ギャラリー、奥田公園駐車場、自転車等駐車場 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ ・基本構想策定に向けた基礎調査等の実施 ４，９３０ 

Ｈ２７ ・基本構想策定に向けた庁内検討 ― 

Ｈ２８ ・基本構想 ２０，０００ 

 



59 
 

[市民会館外観写真]        [南市民図書館外観写真] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[位置図] 

 

藤沢保育園
藤沢子育て支援センター

第７分団器具置場

市民図書館

秩父宮記念体育館

市民会館

南消防署

保健所
南保健センター

旧近藤邸



60 
 

④ 村岡公民館再整備 

 

所管課 生涯学習部生涯学習総務課 

住所又は地番 弥勒寺一丁目７－７ 

敷地面積 ３，０２２㎡ 

延べ床面積 ２，２８７㎡ 

現状・課題 

村岡公民館については、旧耐震基準で建設された民間施設を取得

し、耐震改修工事を行い増築した施設であり、老朽化のみならず、

手狭な状況にあります。 

このことから地域住民からも建て替え要望がなされており、再整

備を進める必要があります。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

公民館については任意施設ですが、１３地区の拠点施設として現

機能を継続する必要があります。 

 また、「公共施設の安全性の確保」の観点からも再整備を進めて

いくとともに、周辺公共施設の機能集約や複合化を検討します。 

事業概要 

村岡地区のまちづくり整備の進捗状況等を踏まえ、周辺公共施設

等との機能集約や複合化の検討を行い、再整備の方針を決定しま

す。 

複合化等検討

対象施設 

村岡公民館、村岡市民図書室、地域包括支援センター、地区ボラン

ティアセンター、村岡市民の家、放課後児童クラブ、南消防署村岡

出張所 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ ・庁内検討 ― 

Ｈ２７ ・検討 ― 

Ｈ２８ ・検討 ― 
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⑤ 文化財収蔵庫整備 

 

所管課 生涯学習部郷土歴史課 

住所又は地番 ― 

敷地面積 ― 

延べ床面積 
９１８㎡ 

（第１収蔵庫） 

９０３㎡ 

（第２収蔵庫） 

１，７５２㎡ 

（御所見収蔵庫） 

現状・課題 

文化財収蔵については、第１収蔵庫（元善行学校給食合同調理

場）、第２収蔵庫（元北部学校給食合同調理場）、御所見収蔵庫（旧

御所見市民センター）の３箇所に分散しており、全ての施設が築４

０年を超え老朽化が進んでいるとともに、収蔵スペースは飽和状態

となっています。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

施設の統廃合を基本に集約化等を検討します。 

事業概要 

本市が収蔵している文化財は市民の共有財産であり、確実に後世

へと継承し活用していくため、文化財収蔵庫の集約化に向けて、文

化財等の整理を行うとともに適切な保管方法について検討を進め

ます。 

複合化等検討

対象施設 
― 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ ・文化財等の整理と保管方法の検討 ― 

Ｈ２７ ・文化財等の整理と保管方法の検討 ― 

Ｈ２８ ・文化財等の整理と保管方法の確定 ― 

 

 



62 
 

⑥ 老人福祉センターやすらぎ荘再整備 

 

所管課 福祉部高齢者支援課 

住所又は地番 稲荷５８６番地 

敷地面積 ７，２５２㎡ 

延べ床面積 １，８０８㎡ 

現状・課題 

老人福祉センターやすらぎ荘については、施設の老朽化が著し

く、また、他の老人福祉センター（湘南なぎさ荘・こぶし荘）と比

較すると、バリアフリー対応や運動浴室の未設置など、機能・設備

が課題となっています。 

また、施設内の食堂については、平成２６年度をもって現在の運

営者が事業を終了するため、新たな運営者の選定が必要です。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

「公共施設の安全性の確保」の観点から、老朽化が進む老人福祉

センターやすらぎ荘の再整備について検討します。 

また、再整備に当たっては、福祉施設や周辺施設の機能集約・複

合化についても合わせて検討します。 

事業概要 

老人福祉センターについては、現在の３館を基本に再整備の方針

を検討する必要があります。その中で、やすらぎ荘については、旧

耐震基準で建設され老朽化が進んでいることから、他の老人福祉セ

ンター（湘南なぎさ荘・こぶし荘）とのあり方を含め、施設整備に

ついて検討します。 

また、食堂については、新たな運営者を選定し、利用者への昼食・

軽食の提供が継続できるよう利便性の確保を図ります。 

複合化等検討

対象施設 
― 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ 
・整備方針の検討 

・次年度以降の食堂運営事業者の選定 
― 

Ｈ２７ 

・整備方針の検討 

・食堂のリニューアル、運営 

・指定管理者第三者評価の実施 

― 

Ｈ２８ ・整備方針の確定 ― 
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⑦ 太陽の家再整備 

 

所管課 福祉部障がい福祉課 

住所又は地番 鵠沼海岸六丁目６－１２ 

敷地面積 ６，３０４㎡ 

延べ床面積 ４，７１３㎡ 

現状・課題 

太陽の家については、障がい児者のための福祉施設であり、障が

い児のための通園施設、障がい者の社会参加を目的とした通所施設

及び障がい者のスポーツとふれあいの場となる体育館が併設され

ていますが、旧耐震基準で建設され、老朽化が進んでいます。 

また、平成１６年度から指定管理者制度を導入し管理運営を行

い、しいの実学園（児童発達支援センター）、藤の実学園（生活介

護事業）、放課後等デイサービス事業等を同施設内において実施し

ており、藤沢市の障がい者福祉の拠点施設として役割を果たしてい

ます。 

障がい児の施設は利用希望者に対して少なく、利用者から見たこ

の施設への期待が大きいことから、中長期的な運営方針と合わせた

施設改善の方向性を示す必要があります。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

「公共施設の安全性の確保」の観点から、老朽化が進む太陽の家

の再整備について検討します。 

また、再整備に当たっては、福祉施設や周辺施設の機能集約・複

合化についても合わせて検討します。 

事業概要 
旧耐震基準で建設され老朽化が進んでいるため、中長期的な運営

方針と合わせ、施設整備について検討します。 

複合化等検討

対象施設 
― 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ ・運営方針の検討 ― 

Ｈ２７ ・運営方針の確定 ― 

Ｈ２８ ・運営方針に沿った再整備の検討 ― 
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⑧ ふれあいセンター再整備 

 

所管課 福祉部障がい福祉課 

住所又は地番 亀井野３０９９ 

敷地面積 １，４５８㎡ 

延べ床面積 １，３００㎡ 

現状・課題 

ふれあいセンターについては、障がい者団体の活動拠点として開

設しましたが、旧耐震基準で建設され老朽化が進んでいます。 

また、運営については社会福祉法人に委託しており、貸し館事業

（ふれあいルーム）を実施しています。当該法人の自主事業として

「ふれあいケアセンター事業（生活介護）」と「一時預かり事業」

を同施設内において実施しています。 

障がい者団体から、ふれあいセンターの老朽化とともに交通事情

の不便さもあり、新たな活動拠点の整備を求められており、今後の

中長期的な運営と合わせた施設改善の方向性を示す必要がありま

す。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

「公共施設の安全性の確保」の観点から、老朽化が進むふれあい

センターの再整備について検討します。 

また、再整備に当たっては、福祉施設や周辺施設の機能集約・複

合化についても合わせて検討します。 

事業概要 

旧耐震基準で建設され老朽化が進んでいるため、耐震診断を実施

し安全性を確認するとともに、今後の施設のあり方について検討し

ます。 

複合化等検討

対象施設 
― 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ ・耐震診断、施設のあり方の検討 ７，６４７ 

Ｈ２７ ・施設のあり方の確定 ― 

Ｈ２８ ・施設のあり方に沿った再整備の検討 ― 
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⑨ 湘南台地区ボランティアセンター新設 

 

所管課 福祉部福祉総務課 

住所又は地番 ＊開設場所未定 

敷地面積 ― 

延べ床面積 ― 

現状・課題 

湘南台地区は、地区ボランティアセンターが未設置となっている

４地区のうちの一つであり、その開設が長年の課題となっており、

高齢者を対象とした生活支援の現状や運営に係る担い手の課題な

どを踏まえ、開設に向けた検討が必要です。 

また、超高齢社会を迎えるにあたり、地域福祉における支え合い

が今後ますます重要になることから、地域住民のボランティアによ

る新しい生活支援サービスの体制づくりが求められています。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

新たな行政ニーズ等により施設を設置するに当たっては、民間施

設を含む既存施設の活用を検討します。 

事業概要 

現在未設置の湘南台地区に地区ボランティアセンターを新設し

ます。 

また、新設に当たり、現在検討されている藤沢市地域の縁側（交

流スペース）事業を加えた、高齢者から子どもまでがいつでも気軽

に立ち寄れる、新しい地域福祉と地域コミュニティの多機能型拠点

施設を目指します。 

複合化等検討

対象施設 
― 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ 

・開設準備委員会による課題検討 

・運営スタッフや支援ボランティアの確保 

・施設の開設準備 

＊開設場所が未定の

ため開設経費は未定 

Ｈ２７ ・施設運営 ― 

Ｈ２８ ・施設運営 ― 
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⑩ 環境事業センター再整備（南北収集事務所統合整備） 

 

所管課 環境部環境事業センター 

住所又は地番 
遠藤２０２３－１７（環境事業セ

ンター） 
稲荷４１７（南部収集事務所） 

敷地面積 ４，３５２㎡ ３，６７６㎡ 

延べ床面積 １，９０６㎡ １，２８２㎡ 

現状・課題 

環境事業センターについては、築３４年を経過し、老朽化が進ん

でいます。 

また、現在は収集業務を北部と南部に拠点を設置して運営してい

ますが、収集職員及び収集車の効率的運用に課題があります。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

市民生活における環境衛生の保全に関する重要な義務施設であ

り、旧耐震基準で建設され、また老朽化も進んでいることから、「公

共施設の安全性の確保」のため、南部収集事務所との統合と合わせ

て再整備手法を検討します。 

事業概要 

老朽化が進む環境事業センターの再整備に合わせ、収集業務の更

なる効率化を図るため、南部収集事務所との統合に向けた検討を実

施します。 

複合化等検討

対象施設 
環境事業センター、南部収集事務所、秋葉台リサイクル展示場 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ ・施設建設や再整備手法の検討 ― 

Ｈ２７ ・施設建設や再整備手法の検討 ― 

Ｈ２８ ・施設建設や再整備手法の決定 ― 
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⑪ 焼却施設再整備（石名坂環境事業所、北部環境事業所） 

 

所管課 環境部石名坂環境事業所 環境部北部環境事業所 

住所又は地番 本藤沢二丁目１－１ 石川２１６８ 

敷地面積 １９，４０９㎡ １４，９１３㎡ 

延べ床面積 １３，７１４㎡ １１，７０３㎡ 

現状・課題 

石名坂環境事業所は、建設から既に３０年以上が経過しており、

大規模改修工事等により延命化を図ってきましたが、安定したごみ

処理のために、北部環境事業所を含めた市全体の焼却施設の再整備

が必要な状況になっています。 

再整備を進めるに当たっては、今後の市内のごみの増加量や焼却

エネルギーを活用した発電にも考慮して、より効率的な施設整備を

計画的に進める必要があります。 

また、北部環境事業所のし尿処理施設についても、老朽化が進ん

でおり、施設修繕等含め処理のあり方を検討する必要があります。 

※バイオガス化施設整備については、経済性、温室効果ガス削減

効果及びエネルギー収支の面で焼却施設に優位性がある、施設建設

用地の確保が困難、本市規模の稼働実績が他にない及び新たな分別

による市民負担の増加等の理由で導入を見送りました。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

生活環境の保全及び公衆衛生の観点から、一般廃棄物の処理は停

滞の許されない事業です。これを担う焼却施設の老朽化が進んでい

るため、「公共施設の長寿命化」及び「公共施設の安全性の確保」

の観点から、施設のあり方を決定します。 

事業概要 

石名坂環境事業所及び北部環境事業所の稼働状況と用地利用等

を考慮し、環境への影響、経済性及び高効率発電による焼却エネル

ギーの活用等を総合的に判断し、施設再整備計画を策定します。 

なお、焼却施設については、大規模災害時にも稼働できるよう強

靭化を図るとともに、廃棄物処理の際に発生する電力を地域に開放

するなど、施設の有効利用等を検討します。 

また、し尿処理施設の再整備については、広域連携を視野に入れ

た処理方法のあり方を検討します。 

複合化等検討

対象施設 
－ 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ 
・焼却施設の整備方針の検討、決定 

・処理方法のあり方の検討 
― 

Ｈ２７ 
・基本構想（焼却炉整備） 

・処理方法のあり方の決定 
３４，３２２ 

Ｈ２８ ・基本設計（焼却炉整備） ５５，９１６ 
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⑫ 南消防署本町出張所（第９分団）再整備 

 

所管課 消防局消防総務課 

住所又は地番 本町四丁目５－２１ 

敷地面積 ８３７㎡ 

延べ床面積 ５６９㎡ 

現状・課題 

南消防署本町出張所については、旧耐震基準で建設され、老朽化

が進んでおり、現存する消防出張所の中で最も古い施設となってい

ることから、災害発災時の活動拠点として安全性の確保が求められ

ています。 

なお、再整備に当たっては、仮設用地の確保が課題となっていま

す。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

消防施設については、出動から現地到着までの目標時間があるこ

とから他の消防施設の配置状況を考慮する必要があるため、本施設

については、現在の敷地での建て替えを想定します。 

また、周辺の施設について機能集約・複合化を検討します。 

事業概要 

老朽化が進む南消防署本町出張所について、市民の安全・安心を

守る施設として、安全性の確保が求められていることから、建て替

えに向けた検討を進めます。 

また、本敷地は藤沢宿内にあることから、歴史あるまち並みを考

慮した外観等を検討します。 

複合化等検討

対象施設 

南消防署本町出張所、第９分団器具置場、放課後児童クラブ、防災

備蓄倉庫 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ ・庁内検討 ― 

Ｈ２７ ・庁内検討 ― 

Ｈ２８ ・基本設計、実施設計、測量・地質調査等 １０，０００ 
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⑬ 南消防署苅田出張所（第５分団）再整備（自家用給油所等） 

 

所管課 消防局消防総務課 

住所又は地番 本鵠沼四丁目３－１ 

敷地面積 １，１９４㎡ 

延べ床面積   ４４０㎡ 

現状・課題 

南消防署苅田出張所については、旧耐震基準で建設され、老朽化

が進んでおり、災害発災時の活動拠点として安全性の確保が求めら

れています。また、東日本大震災時に道路寸断等により緊急車輌へ

の給油が滞ったことを踏まえ、災害時の消防車輌、災害復旧用車輌

への専用給油所の設置の検討が課題となっています。 

なお、再整備に当たっては、仮設用地の確保が課題となっていま

す。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

消防施設については、出動から現地到着までの目標時間があるこ

とから、他の消防施設の配置状況を考慮する必要があるため、本施

設については、現在の敷地での建て替えを想定します。 

また、自家用給油所の設置を検討していることから、敷地面積に

限りはありますが、周辺の施設について機能集約や複合化を検討し

ます。 

事業概要 

老朽化が進む南消防署苅田出張所について、市民の安全・安心を

守る施設として、安全性の確保が求められていることから、建て替

えに向けた検討を進めます。 

また、自家用給油所について、現在は、消防防災訓練センター（石

川）に設置されていますが、市の北部地域に位置する運用拠点であ

ることから、全市的な運用が可能となるよう南部地域の運用拠点と

しての設置を検討します。 

複合化等検討

対象施設 

南消防署苅田出張所、第５分団器具置場、自家用給油所、鵠沼子供

の家、放課後児童クラブ、防災備蓄倉庫 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ ・自家用給油所の設置箇所の検討 ― 

Ｈ２７ ・自家用給油所の設置箇所の決定 ― 

Ｈ２８ ・整備手法の検討 ― 
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⑭ 藤が岡二丁目地区の再整備（藤が岡保育園等） 

 

所管課 子ども青少年部保育課 企画政策部企画政策課 

住所又は地番 藤が岡二丁目３－１６ 

敷地面積 ３，１０４㎡ 

延べ床面積 ７２８㎡（藤が岡保育園） 

現状・課題 

藤が岡二丁目地区については、元藤が岡職員住宅、元市民病院看

護師寮及び藤が岡保育園の３つの公共施設が隣接しています。  
元藤が岡職員住宅は、昭和３８年に建設し、建築後５１年を経過

し老朽化が著しく倒壊の恐れがあり、現在空き家になっていること

から早期取壊しが求められているとともに、元市民病院看護師寮に

ついても、平成２５年度末を持って利用を終了しています。 

また、藤が岡保育園は、昭和４０年に建設され、老朽化している

ことや隣接施設の解体工事期間中の騒音や振動により、保育園の運

営に支障を来たすなどの課題があります。 

「再整備基本

方針」に基づ

く考え方 

元藤が岡職員住宅、元市民病院看護師寮については、現在使用を

中止しており、「公共施設の安全性の確保」の観点からも早期の解

体が望ましいため、老朽化が進む藤が岡保育園の建て替えと合わせ

て再整備を検討します。 

また、再整備に当たっては、周辺施設の機能集約・複合化等を検

討します。 

事業概要 

複数の公共施設が同一街区内にあり、その敷地面積の規模も大き

いことから、一体の敷地としての土地利用計画や周辺施設の機能集

約など、施設整備の検討を行います。  
また、藤が岡保育園の運営中は、騒音や安全性の面から解体工事

ができないため、まずは仮設園舎の設置場所を確保し、倒壊の恐れ

がある元藤が岡職員住宅を早期に取り壊します。 

複合化等検討

対象施設 

藤が岡保育園、藤が岡市民の家、地域子供の家、放課後児童クラブ、

防災倉庫等 

 

（事業費 H26：予算額、H27･H28：想定事業費） 

年度 スケジュール予定 事業費（千円） 

Ｈ２６ 
・藤が岡保育園の仮設園舎の設置場所の検討 

・基本構想に向けた機能整理、庁内検討 
― 

Ｈ２７ 
・事業手法の検討 

・基本構想 
２０，０００  

Ｈ２８ ・基本設計、解体設計 １５０，０００  
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[藤が岡保育園・元藤が岡職員住宅外観写真] 

  

 

 

 

[位置図] 

藤が岡二丁目地区

藤が岡中学校

藤が岡市民の家
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